理科学習指導案
授業者　　　　　　
指導教諭　○○　○○先生

日時　〇月〇日（　）　〇時間目
学級　〇年〇組　19名
単元　電気分解
教科書　化学Ⅰ　実教出版（教科書P137～P150）
1． 指導観

　　　電気分解ではいかなる現象が生じるかという巨視的な視点を育むために電気分解の実験を行い、各電極板の変化を観察させる。実験結果をもとに、陰極・陽極ではどのような反応が起きたのかを、各種の科学的概念を用いてミクロ的な視点から論理的に考えさせていく。電池の正極・負極と電気分解における陽極・陰極の違いなどは、電子のやり取りを考える上で、学習したことが混乱しやすい単元なので、注意を要する。

授業の説明を聞ける環境をつくるために、ノートに板書を写す時間を少なくし、プリントを用意する。

　　　

2． 指導計画（全4時間）

①電気分解　　　　　　　　　　　2時間（2/2本時）

②電気分解の反応　　　　　　　　1時間

③電気分解の法則　　　　　　　　1時間

3． 単元の目標

· 電気分解における電極板での反応を理解させる。

· 電気分解の法則を理解し、流れた電気量と各極で変化した物質量の関係を理解できる。

4． 本時の目標

· 前回の実験結果を基に電気分解の各電極板での反応をイオン化傾向と結びつけて理解することができる。

５．本時の展開（45分）

	過程
	指導内容（教師の活動）
	学習活動（生徒の活動）
	留意点

	復習

5分
	・プリントを配る。

・実験プリントを出すように指

示をする。

・日付、単元名を板書する。

・実験プリントを持っているか

確認をする。

・実験1の復習をさせる。

①実験方法の確認をさせる。

〈板書1〉
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②実験結果及び生じた物質の確認をさせる。

陽極：黄色→ヨウ素生成
陰極：泡が発生→水素発生

	・実験プリントを机の上に出す。
・実験の復習をする。

・指名された生徒は答える。

・指名された生徒は答える。


	・陰極・陽極の場所を確認させる。

・負極と陰極の区別をさせる。



	展開

35分
展開

3５分
	・実験結果の理由を具体的に説明する。

①電気分解を簡単に説明する。

②板書1を用いて水溶液中に存在するイオンの確認をさせる。

③電子の流れを確認した後、陰極の反応を説明する。

④陽極の反応を説明する。
・プリントを見るように指示をする。
・プリントを用いて陰極・陽極での反応を復習させる。

①陰極の反応の文章の空欄箇所を埋めさせる。

②陽極の反応の文章の空欄箇所を埋めさせる。

	・説明を聞く。
・指名された生徒は答える。

・説明を聞く。

・説明を聞く。

・プリントを見る。
・指名された生徒は答える。


	・板書を写させないで説明を聞かせる。

・実験2の復習をする。
①実験結果の確認をさせる。

陽極：茶色

陰極：赤（ピンク）

・実験1もフェノールフタレインを入れれば同じ実験結果になることを確認する。

	まとめ
5分
	・電気分解を考える時の説明をする。

①水溶液中のイオンを書き出す。

②極板の確認

③陰極・陽極での反応
	・説明を聞く。
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